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『
三
帖
和
讃
』
　
の
シ
ム
に
つ
い
て

来
　
　
田

隆

目
　
　
次

二
　
間
題
の
所
在

二
、
『
三
帖
和
讃
』
　
の
敬
語
表
現

三
、
特
殊
用
法
の
シ
ム

1
　
被
支
配
待
遇
的
表
現
の
シ
ム

m
　
被
動

畑
　
許
容
依
頼

2
　
使
役
性
強
調
表
現
の
シ
ム

四
、
結
び

一
、
問
題
の
所
在

親
鸞
の
『
三
帖
和
讃
』
に
用
い
ら
れ
て
い
る
助
動
詞
シ
ム
に
は
、
使
役
を
表
す
用
法
と
は
解
し
が
た
い
特
殊
用
法
の
シ
ム
が
少
な
か
ら
ず

見
ら
れ
る
。
特
殊
用
法
の
シ
ム
と
い
う
の
は
、
例
え
ば
次
の
よ
う
な
例
で
あ
る
。

○
自
力
聖
道
ノ
菩
提
心
　
コ
＼
ロ
モ
コ
ト
ハ
モ
オ
ヨ
パ
レ
ス
　
常
没
流
転
ノ
凡
愚
ハ
　
イ
カ
テ
カ
発
起
や
叫
耳
へ
キ
（
正
1
8
）



こ
れ
は
、
「
自
力
聖
道
の
菩
提
心
は
ま
こ
と
に
高
遠
で
、
思
慮
も
言
説
も
及
ば
れ
な
い
。
常
没
流
転
の
凡
夫
に
は
ど
う
し
て
こ
れ
を
起
こ
す
こ

と
が
で
き
よ
う
」
（
現
代
語
訳
は
『
古
典
文
学
大
系
』
所
収
の
『
三
帖
和
讃
』
の
頭
注
に
よ
る
。
以
下
同
じ
）
と
い
う
意
で
あ
る
。
「
発
起
ス
」
る
動

作
主
体
は
、
「
常
没
流
転
ノ
凡
愚
」
で
あ
る
。
使
役
表
現
の
文
構
造
は
、
主
語
と
述
語
（
動
詞
）
と
の
関
係
か
ら
言
え
ば
、

〔
主
語
Ⅹ
＋
Ⅹ
以
外
を
動
作
主
体
と
す
る
動
詞
＋
シ
ム
〕

と
い
う
構
造
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
右
の
場
合
は
、

〔
主
語
Ⅹ
＋
Ⅹ
を
動
作
主
体
と
す
る
動
詞
＋
シ
ム
〕

と
い
う
構
造
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
シ
ム
は
使
役
を
表
す
も
の
と
は
考
え
難
い
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
特
殊
用
法
の
シ
ム
に
つ
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
よ
う
に
諸
氏
に
よ
っ
て
種
々
に
論
じ
ら
れ
て
来
て
い
る
。

①
榎
克
明
「
再
帰
的
助
動
詞
『
シ
ム
』
　
－
シ
ン
ラ
ン
研
究
の
つ
い
で
－
」
　
（
『
語
文
』
1
7
　
昭
和
3
1
・
7
）

②
中
川
浩
文
「
三
帖
和
讃
に
お
け
る
『
シ
ム
』
　
の
用
法
」
（
『
女
子
大
国
文
』
3
　
昭
和
4
0
・
5
）

③
片
岡
了
「
中
世
に
お
け
る
　
『
シ
ム
』
　
の
一
用
法
」
（
『
大
谷
学
報
』
4
4
の
4
　
昭
和
4
3
・
3
）

④
重
見
一
行
「
親
鸞
の
和
讃
に
お
け
る
『
シ
ム
』
の
用
法
」
（
『
．
国
語
国
文
』
昭
和
5
2
・
1
0
）

①
の
榎
氏
は
、
シ
ム
が
単
独
で
尊
敬
や
謙
譲
を
表
す
と
い
う
こ
と
は
認
め
な
い
立
場
で
あ
る
。
氏
は
右
の
よ
う
な
シ
ム
を
「
凡
夫
が
み
ず

か
ら
を
し
て
発
起
せ
し
む
」
の
意
を
表
す
と
解
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
、
「
再
帰
的
用
法
」
の
シ
ム
で
あ
る
と
説
か
れ
る
。
②
の
中
川
氏
は
、
シ

ム
が
単
独
で
尊
敬
や
謙
譲
を
表
す
こ
と
を
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
尊
敬
の
他
に
謙
譲
的
性
格
の
濃
厚
な
語
に
付
い
て
謙
譲
の
意
を
表
す

例
が
あ
る
（
『
大
鏡
』
や
『
宇
津
保
物
語
』
に
そ
の
類
例
あ
り
）
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
右
の
例
の
場
合
、
「
発
起
ス
」
は
凡
愚
の
行
為
で
あ
る
ゆ

え
、
謙
譲
（
「
自
力
聖
道
ノ
菩
提
心
」
に
対
す
る
敬
意
）
を
表
す
も
の
と
説
か
れ
る
。
③
の
片
岡
氏
は
、
シ
ム
単
独
で
尊
敬
や
謙
譲
の
意
味
を
認

め
ら
れ
る
点
で
は
中
川
氏
と
同
様
で
あ
る
。
し
か
し
、
謙
譲
的
意
味
の
無
い
動
詞
に
付
い
て
用
い
ら
れ
る
シ
ム
で
、
使
役
あ
る
い
は
尊
敬
・

謙
譲
と
は
解
さ
れ
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
丁
寧
（
あ
ら
た
ま
っ
た
心
持
ち
の
表
現
）
を
表
す
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
右
の
例
の
場
合
、
「
発

『
三
帖
和
讃
』
　
の
シ
ム
に
つ
い
て
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八

起
ス
」
に
は
謙
譲
的
意
味
は
な
い
ゆ
え
、
丁
寧
を
表
す
も
の
と
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
④
の
重
見
氏
は
『
三
帖
和
讃
』
　
の
特
殊
な
シ
ム
の
用

法
を
、
和
化
漢
文
の
「
令
」
の
用
法
に
関
連
づ
け
て
考
察
さ
れ
て
い
る
。
氏
は
和
化
漢
文
に
見
ら
れ
る
特
殊
用
法
の
「
令
」
を
「
荘
重
表
現

効
果
を
有
す
る
補
助
動
詞
的
用
法
」
と
解
す
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
、
親
鸞
の
『
三
帖
和
讃
』
等
に
見
ら
れ
る
特
殊
な
用
法
の
シ
ム
は
、
和
化

漢
文
の
「
令
」
の
持
つ
漢
文
的
荘
重
感
を
和
文
に
取
り
入
れ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
氏
の
論
に
よ
れ
ば
、
右
の
シ
ム
も
荘
重
感
を
付
与
す

る
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
『
三
帖
和
讃
』
　
の
シ
ム
の
意
義
・
用
法
に
つ
い
て
種
々
説
か
れ
て
い
る
が
、
な
お
検
討
す
べ
き
問
題
を
残
し
て
い
る
。
榎
氏

は
『
三
帖
和
讃
』
に
特
殊
な
用
法
の
シ
ム
が
存
す
る
こ
と
を
早
く
指
摘
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
「
再
帰
的
用
法
」
は
同
じ
使
役
の
助
動
詞
で
も

ス
・
サ
ス
に
は
見
ら
れ
な
い
と
い
う
点
で
問
題
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
使
役
で
は
な
い
と
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
シ
ム
は
中
川
・
片
岡
氏

の
よ
う
に
尊
敬
・
謙
譲
・
丁
寧
と
い
っ
た
敬
語
表
現
に
関
わ
る
も
の
か
と
も
考
え
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
シ
ム
は
シ
メ
タ
マ
フ
の
形
式
で
尊
敬

を
表
す
以
外
に
、
単
独
で
尊
敬
・
謙
譲
・
丁
寧
を
表
す
例
と
い
う
の
は
一
般
的
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
『
古
典
文
学
大
系
』

や
『
思
想
大
系
』
所
収
の
『
三
帖
和
讃
』
の
頭
注
で
も
単
独
で
尊
敬
・
謙
譲
の
意
味
を
認
め
た
解
釈
に
な
っ
て
事
る
。
（
l
）

和
化
漢
文
の
「
令
」
の
用
法
に
つ
い
て
は
、
本
稿
の
筆
者
も
か
つ
て
調
査
し
、
重
見
氏
と
は
異
な
る
見
解
を
報
告
し
た
。
す
な
わ
ち
、
『
吾

妻
鏡
』
　
に
も
特
殊
用
法
（
〔
主
語
Ⅹ
＋
Ⅹ
を
動
作
主
体
と
す
る
動
詞
十
シ
ム
〕
構
文
）
　
の
「
令
」
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
意
義
・
用
法
に

つ
い
て
、
Ⅲ
被
支
配
待
遇
的
表
現
の
「
令
」
と
畑
他
動
詞
文
構
成
の
「
令
」
と
の
二
種
で
あ
る
と
し
た
。
Ⅲ
の
被
支
配
待
遇
的
表
現
と
い
う

の
は
、
森
野
崇
明
氏
の
用
い
ら
れ
た
用
語
で
あ
る
。
氏
は
、
『
平
家
物
語
』
の
中
の
「
越
後
国
の
住
人
城
四
郎
長
茂
、
数
万
の
軍
兵
を
率
し
て

発
向
せ
り
叫
刹
間
、
当
国
横
田
河
〔
原
〕
に
し
て
合
戦
す
」
の
よ
う
な
シ
ム
に
つ
い
て
、
「
あ
る
強
力
な
も
の
の
存
在
を
バ
ッ
ク
に
お
い
て
、

そ
の
影
響
下
に
行
動
す
る
、
自
由
意
思
に
従
っ
て
奔
放
に
振
る
舞
う
の
で
は
な
い
」
と
い
う
意
を
表
す
と
こ
ろ
の
（
被
支
配
待
遇
的
な
表
現
）

（2）

と
把
握
す
べ
き
も
の
と
説
か
れ
た
の
で
あ
る
が
、
『
吾
妻
鏡
』
　
（
寛
永
版
本
）
　
の
特
殊
用
法
の
「
令
」
も
次
に
掲
げ
る
よ
う
な
被
支
配
待
遇
を

表
す
も
の
が
あ
る
　
（
返
点
以
外
の
訓
点
は
省
略
）
。
す
な
わ
ち
、



a
著
二
讃
岐
圃
↓
誘
二
住
人
等
】
欲
二
相
異
↓
各
令
二
帰
伏
一
（
三
3
6
オ
）

b
侍
中
披
二
返
状
乏
後
、
知
二
神
慮
不
快
之
由
一
更
部
面
華
　
（
二
3
2
ウ
）

C
頼
朝
こ
そ
可
二
勤
仕
t
事
に
て
候
へ
は
、
愚
力
の
及
候
ハ
ん
程
ハ
、
可
レ
剣
舞
季
候
（
九
5
ウ
）

d
干
レ
時
、
刹
レ
輿
二
景
親
一
奉
レ
射
二
源
家
一
之
輩
、
後
悔
錆
レ
魂
（
一
3
6
オ
）

の
よ
う
な
「
令
」
で
あ
る
。
a
b
は
、
「
帰
伏
ス
」
「
周
章
ス
」
と
い
う
動
作
・
行
為
が
支
配
者
（
他
者
）
の
直
接
的
（
a
）
あ
る
い
は
間
接
的

（
b
）
働
き
か
け
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
意
を
添
え
る
も
の
、
C
の
よ
う
な
「
令
」
は
、
支
配
者
の
許
可
を
頂
い
て
（
あ
る
い
は
、

意
向
に
従
っ
て
）
な
す
と
こ
ろ
の
行
為
で
あ
る
意
を
添
え
る
も
の
、
d
の
よ
う
な
「
令
」
は
支
配
者
の
意
思
に
反
す
る
こ
と
を
故
意
に
す
る
意

を
添
え
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
「
令
」
の
意
義
・
用
法
を
a
b
は
（
被
動
）
、
C
は
（
許
容
依
頼
）
、
d
は
（
窓
意
）

と
名
付
け
た
。
価
他
動
詞
文
構
成
の
「
令
」
と
し
た
の
は
、
例
え
ば
、

e
静
（
静
御
前
）
者
、
執
行
、
頗
却
】
憐
懸
一
相
労
之
後
～
（
五
1
8
オ
）

の
よ
う
な
用
法
で
、
動
詞
自
体
の
持
つ
他
者
へ
の
働
き
か
け
の
意
を
明
示
せ
ん
と
す
る
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

本
稿
は
、
『
三
帖
和
讃
』
　
の
特
殊
用
法
の
シ
ム
の
意
義
・
用
法
を
再
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
結
論
を
先
に
述
べ
る
な
ら
ば
、
『
三
帖
和

讃
』
　
の
特
殊
用
法
の
シ
ム
は
、
右
に
述
べ
た
『
吾
妻
鏡
』
　
の
「
令
」
　
の
用
法
に
通
ず
る
も
の
で
あ
る
。

親
鸞
の
シ
ム
の
意
義
・
用
法
に
つ
い
て
は
、
従
来
は
専
ら
『
和
讃
』
に
よ
っ
て
考
察
さ
れ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
『
教
行
信
証
』
な
ど

他
の
著
作
物
に
お
け
る
シ
ム
の
用
法
を
併
せ
見
る
こ
と
が
必
要
か
つ
有
益
で
あ
る
。
例
え
ば
、
「
浄
土
和
讃
」
は
「
讃
阿
弥
陀
仏
偽
」
に
依
拠

し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
「
讃
阿
弥
陀
仏
偽
」
は
『
教
行
信
証
』
に
収
載
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
両
者
は
内
容
的
に
も
深
い
関
係

が
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
『
三
帖
和
讃
』
の
シ
ム
の
意
義
・
用
法
を
『
教
行
信
証
』
に
見
ら
れ
る
シ
ム
と
比
較
し
っ
つ
考
察
す
る
こ
と
と

す
る
。な

お
、
調
査
に
用
い
た
底
本
は
、
『
三
帖
和
讃
』
は
高
田
専
修
寺
蔵
国
宝
本
（
『
親
鸞
聖
人
真
蹟
集
成
』
第
三
巻
（
法
蔵
館
）
複
製
）
、
『
教
行
信

『
三
帖
和
讃
』
　
の
シ
ム
に
つ
い
て
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証
』
は
東
本
願
寺
蔵
（
草
稿
本
）
本
（
同
上
　
第
一
・
二
巻
）
で
あ
る
。
用
例
の
所
在
は
、
複
製
本
に
付
せ
ら
れ
た
貢
数
（
行
数
）
で
示
す
。

二
、
『
三
帖
和
讃
』
　
の
敬
語
表
現

シ
ム
の
意
義
・
用
法
を
考
察
す
る
上
で
第
一
に
問
題
に
な
る
の
は
、
シ
ム
単
独
で
尊
敬
や
謙
譲
を
表
す
用
法
を
認
め
得
る
か
ど
う
か
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
、
こ
れ
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
『
三
帖
和
讃
』
は
韻
文
と
い
う
性
格
上
、
敬
語
表
現
に
も
自
ず
か
ら
制
約
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
の
で
、
『
数
行
信
証
』
の
場
合
か
ら
見
る
こ
と
と
す
る
。
助
動
詞
シ
ム
に
関
わ
る
敬
語
表
現
が
当
面
問
題
に
な
る
の
で
、
動
詞
に
よ

る
敬
語
表
現
は
除
外
し
て
、
補
助
動
詞
や
助
動
詞
に
よ
る
敬
語
表
現
の
み
を
考
察
の
対
象
と
す
る
。

『
数
行
信
証
』
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
よ
う
に
尊
敬
表
現
に
は
補
助
動
詞
タ
マ
フ
・
マ
シ
マ
ス
が
、
謙
譲
表
現
に
は
補
助
動
詞
タ
テ
マ

（3）

ツ
ル
が
読
み
添
え
ら
れ
て
い
る
。
（
用
例
を
掲
げ
る
に
あ
た
っ
て
は
、
朱
筆
と
墨
筆
と
区
別
せ
ず
、
ま
た
、
声
点
や
合
符
も
省
略
す
る
。
以
下
同
．
じ
。
）

ノ

　

ニ

ク

　

　

　

ノ

　

　

　

　

　

ニ

　

シ

タ

マ

フ

　

　

ノ

　

　

　

　

　

　

　

ナ

ル

ヲ

○
願
成
就
文
経
言
十
方
恒
砂
諸
仏
如
来
皆
共
讃
二
嘆
天
童
寿
仏
威
神
功
徳
不
可
思
議
一
（
二
1
7
・
2
）

ユ

エ

ハ

　

　

シ

タ

マ

フ

ニ

　

ム

ト

ナ

リ

　

　

　

　

ヲ

○
如
来
所
三
以
興
二
出
　
世
一
唯
説
二
弥
陀
本
腰
海
一
（
二
1
3
6
・
5
「
正
信
念
仏
備
」
）

ノ

　

　

　

　

　

シ

タ

テ

マ

ツ

ル

カ

ヲ

ユ

ヘ

ニ

レ

　

　

シ

シ

タ

テ

マ

ツ

ル

　

　

　

　

ヲ

○
十
方
諸
大
士
恭
二
敬
　
弥
陀
尊
】
故
我
帰
二
命
礼
　
　
売
上
両
足
専
一
（
二
1
0
2
・
1
）

シ

　

　

　

　

　

ニ

　

　

シ

タ

テ

マ

ツ

ル

　

　

ニ

○
帰
二
命
元
量
寿
如
来
一
南
二
元
不
可
思
議
光
一
（
二
1
3
5
・
3
「
正
信
念
仏
偶
」
）

こ
の
よ
う
な
敬
語
の
読
み
添
え
は
全
巻
に
亘
っ
て
丁
寧
に
加
え
ら
れ
て
い
る
。
尊
敬
表
現
に
は
タ
マ
フ
・
マ
シ
マ
ス
を
、
謙
譲
表
現
に
は

タ
テ
マ
ツ
ル
を
読
み
添
え
る
の
が
『
教
行
信
証
』
　
の
原
則
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
中
に
特
殊
用
法
の
シ
ム
も
ま
た
少
な
か
ら
ず
見
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

今
、
『
三
帖
和
讃
』
　
に
関
わ
り
の
深
い
　
「
讃
阿
弥
陀
仏
備
」
　
の
部
分
を
挙
げ
る
な
ら
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

○
道
光
明
批
シ
テ
色
超
鮎
タ
マ
ヘ
リ
敵
偏
又
号
二
清
浄
九
二
タ
ヒ
醇
豹
㌍
光
野
罪
垢
臥
ル
皆
輿
解
匹
敵
頂
礼
タ
テ
マ
ツ
ル
慈
光
聖
廟
ラ
シ
紆
ぎ
準

こ

ヲ

　

　

　

　

　

ト

　

ノ

ノ

　

ル

　

ニ

エ

シ

ム

　

ヲ

　

　

シ

マ

ツ

ル

　

　

ヲ

故
仏
又
号
二
歓
喜
光
一
光
所
二
至
一
処
得
二
法
喜
一
稽
二
首
礼
　
大
安
慰
一
（
五
竺



右
の
文
章
の
中
に
は
シ
ム
が
三
例
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
う
ち
の
二
例
の
「
得
シ
ム
」
は
、
使
役
の
シ
ム
と
し
て
は
不
自
然
な
も
の
で
あ
る
。

「
得
」
の
動
作
主
体
は
衆
生
で
あ
り
、
そ
の
点
か
ら
す
れ
ば
謙
譲
を
表
す
も
の
と
も
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
同
じ
く
衆
生
を
動
作
主
体
と
す

る
「
頂
礼
ス
」
の
方
に
は
タ
テ
マ
ツ
ル
が
読
み
添
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
実
か
ら
し
て
、
特
殊
用
法
の
シ
ム
は
尊
敬
あ

る
い
は
謙
譲
と
い
っ
た
敬
語
表
現
と
は
異
な
る
意
義
を
担
う
も
の
で
あ
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

『
三
帖
和
讃
』
　
の
敬
語
表
現
は
、
『
教
行
信
証
』
よ
り
も
簡
素
で
あ
る
が
、
尊
敬
表
現
に
は
タ
マ
フ
　
（
五
十
五
例
）
・
マ
シ
マ
ス
　
（
一
例
）
・
ル

（
ラ
ル
）
　
（
六
例
）
が
、
謙
譲
表
現
に
は
タ
テ
マ
ツ
ル
（
六
例
）
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
若
干
の
例
を
掲
げ
る
。
（
用
例
を
掲
げ
る
に
あ
た
っ
て
は
、

漢
字
に
付
せ
ら
れ
た
声
点
や
左
注
は
省
略
し
、
訓
点
も
必
要
最
少
限
に
と
ど
め
る
。
以
下
同
じ
。
）

〇
一
代
諸
教
ノ
信
ヨ
リ
モ
　
弘
願
ノ
信
楽
ナ
ホ
カ
タ
シ
　
難
中
之
難
ト
ト
キ
列
l
刊
d
　
元
過
此
難
ト
ノ
ヘ
タ
マ
フ
（
浄
竺

○
ヨ
ヨ
こ
善
導
イ
テ
列
l
刊
d
　
法
照
少
康
ト
シ
メ
シ
ツ
＼
　
功
徳
蔵
ヲ
ヒ
ラ
キ
テ
ソ
　
諸
仏
ノ
本
意
ト
ケ
列
l
刊
オ
（
高
7
1
）

○
十
方
微
塵
世
界
ノ
　
念
仏
ノ
衆
生
ヲ
ミ
ソ
ナ
ワ
シ

摂
取
シ
テ
ス
テ
サ
レ
ハ
　
阿
弥
陀
仏
ト
ナ
ツ
ケ
タ
テ
マ
ツ
ル
　
（
浄
9
7
）

そ
の
他
、
『
三
帖
和
讃
』
に
は
尊
敬
表
現
の
シ
メ
タ
マ
フ
が
一
例
な
が
ら
見
ら
れ
る
。

ハ
イ
ケ
ン

○
源
空
存
世
ノ
ソ
ノ
ト
キ
ニ
金
色
ノ
光
明
ハ
ナ
タ
シ
ム
　
兼
実
博
陸
マ
ノ
ア
タ
リ
　
拝
見
セ
シ
メ
タ
マ
ヒ
ケ
リ
　
（
高
1
1
4
）

シ
メ
タ
マ
フ
と
い
う
形
式
は
、
『
数
行
信
証
』
に
も
存
在
す
る
。
し
か
し
『
教
行
信
証
』
の
本
文
は
、
そ
の
殆
ど
が
仏
典
か
ら
の
引
用
で
成
り

立
っ
て
お
り
、

○
往
相
軋
甚
一
説
が
鮎
一
廻
二
晦
ア
一
切
衆
生
作
臥
テ
丑
軒
一
範
y
メ
ク
マ
へ
ル
ナ
リ
ト
阿
弥
陀
如
丸
安
楽
浄
土
∵
二
聖
2
）

テ

　

　

ノ

　

ヲ

　

　

　

　

　

　

ニ

　

セ

シ

メ

テ

　

ノ

　

ヲ

　

テ

シ

メ

タ

マ

フ

ト

　

ヲ

○
勧
二
一
切
凡
夫
二
日
七
日
一
心
専
二
念
　
弥
陀
名
号
一
定
得
二
　
　
往
事
　
（
三
2
2
・
8
）

の
よ
う
に
、
す
べ
て
使
役
の
シ
ム
に
タ
マ
フ
が
結
合
し
た
も
の
で
あ
る
。

表
記
体
や
文
体
の
異
な
る
『
教
行
信
証
』
と
『
三
帖
和
讃
』
と
を
全
く
同
様
に
取
り
扱
う
こ
と
は
で
き
な
い
に
せ
よ
、
尊
敬
表
現
や
謙
譲

表
現
の
面
で
、
両
者
の
用
語
に
は
類
似
性
が
認
め
ら
れ
る
。
『
三
帖
和
讃
』
に
お
け
る
使
役
の
助
動
詞
が
シ
ム
専
用
で
あ
る
の
も
、
こ
こ
に
注

『
三
帖
和
讃
』
　
の
シ
ム
に
つ
い
て
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二

意
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
従
っ
て
、
『
三
帖
和
讃
』
　
の
シ
ム
も
ま
た
、
単
独
で
尊
敬
や
謙
譲
を
表
す
も
の
と
は
考
え
難
い
の
で
あ
る
。

次
下
に
は
『
三
帖
和
讃
』
の
シ
ム
の
意
義
・
用
法
に
つ
い
て
、
『
教
行
信
証
』
の
そ
れ
と
比
較
し
っ
つ
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
が
、
『
教
行

信
証
』
は
、
そ
の
内
容
の
殆
ど
が
仏
典
か
ら
の
引
用
で
あ
る
の
で
、
本
文
中
の
「
令
」
「
使
」
等
は
除
外
し
て
、
読
み
添
え
の
シ
ム
の
み
を
対

象
と
す
る
。

三
、
特
殊
用
法
の
シ
ム

『
三
帖
和
讃
』
に
は
左
注
を
除
い
て
六
十
四
例
の
シ
ム
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
す
で
に
掲
げ
た
シ
メ
タ
マ
フ
を
除
く
六
十
三
例
の
シ
ム
の
う

（4）

ち
、
使
役
（
強
制
）
を
表
す
も
の
は
十
七
例
で
あ
る
。
若
干
の
例
を
掲
げ
る
。

○
相
好
コ
ト
ニ
百
千
ノ
　
ヒ
カ
リ
ヲ
十
方
こ
ハ
ナ
チ
テ
ソ
　
ツ
ネ
こ
妙
法
ト
キ
ヒ
ロ
メ
　
衆
生
ヲ
仏
道
ニ
イ
ラ
叫
叫
叫
（
浄
讐

ク

ヰ

　

　

ー

○
濁
世
ノ
起
悪
造
罪
ハ
　
暴
風
駿
雨
こ
コ
ト
ナ
ラ
ス
　
諸
仏
コ
レ
ラ
ヲ
ア
ワ
レ
ミ
テ
　
ス
＼
メ
テ
浄
土
二
帰
セ
シ
メ
リ
（
高
6
6
）

ネ

ム

フ

チ

　

　

ー

〇
本
師
龍
樹
菩
薩
ハ
　
智
度
十
住
毘
婆
婆
等
　
ツ
ク
リ
テ
オ
ホ
ク
西
ヲ
ホ
メ
　
ス
＼
メ
テ
念
仏
セ
シ
メ
ケ
リ
（
高
5
）

ア

イ

ミ

ン

セ

フ

シ

ユ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

タ

ヰ

　

　

　

一

〇
三
朝
浄
土
ノ
大
師
等
　
哀
懲
接
受
シ
タ
マ
ヒ
テ
　
真
実
信
心
ス
、
メ
シ
メ
　
定
衆
ノ
タ
ラ
ヰ
ニ
帰
セ
シ
メ
ヨ
　
（
正
1
1
）

キ

ヤ

ク

キ

ヤ

ウ

ニ

タ

イ

　

　

　

ー

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

キ

ム

　

　

　

　

　

　

　

（

5

）

○
曹
婆
大
臣
オ
サ
エ
テ
ソ
　
却
行
而
退
セ
シ
メ
ツ
＼
　
闇
王
ツ
ル
キ
ヲ
ス
テ
シ
メ
テ
　
睾
捏
ヲ
ミ
ヤ
ニ
禁
シ
ケ
ル
　
（
浄
9
1
）

シ
ソ
キ
サ
ラ
シ
メ
ム

な
お
、
『
教
行
信
証
』
に
お
け
る
読
み
添
え
の
シ
ム
は
、
そ
の
七
割
近
く
が
、

ス

ル

ナ

リ

　

　

ヲ

シ

テ

　

セ

シ

ム

ト

　

ニ

○
菩
薩
了
三
知
一
切
衆
生
　
皆
帰
二
一
道
一
（
二
1
1
9
・
4
）

テ

　

　

ノ

　

ヲ

　

　

　

　

　

　

ニ

　

　

セ

シ

メ

テ

　

　

　

ヲ

　

テ

シ

メ

タ

マ

フ

ト

　

ヲ

○
勧
二
一
切
凡
夫
一
一
日
七
日
一
心
専
二
念
　
弥
陀
名
号
〓
疋
得
二
　
往
隼
　
（
三
2
2
・
8
）

の
如
く
、
使
役
（
強
制
）
を
表
す
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、
『
三
帖
和
讃
』
の
他
の
四
十
六
例
の
シ
ム
が
〔
主
語
Ⅹ
＋
Ⅹ
を
動
作
主
体
と
す
る
動
詞
＋
シ
ム
〕
構
文
で
用
い
ら
れ
る
特
殊
用
法
の

シ
ム
で
あ
る
。
従
来
は
「
再
帰
的
用
法
」
と
も
、
尊
敬
・
譲
議
・
丁
寧
と
い
っ
た
敬
語
表
現
に
関
わ
る
も
の
と
も
説
明
さ
れ
て
き
た
も
の
で



あ
る
。
敬
語
表
現
と
解
す
る
立
場
で
は
、
主
語
Ⅹ
（
＝
動
作
、
王
体
Ⅹ
）
が
釈
迦
・
如
来
等
の
「
上
な
る
も
の
」
の
場
合
に
は
尊
敬
を
表
す
も
の
、

衆
生
な
ど
「
下
な
る
も
の
」
の
場
合
に
は
謙
譲
を
表
す
も
の
と
説
か
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
特
殊
用
法
と
さ
れ
る
シ

ム
は
、
次
下
に
順
次
説
く
よ
う
に
、
1
被
支
配
待
遇
的
表
現
と
2
使
役
性
強
調
表
現
と
の
二
用
法
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

1
　
被
支
配
待
遇
的
表
現
の
シ
ム

被
支
配
待
遇
的
表
現
の
シ
ム
は
、
更
に
㈲
（
被
動
）
の
シ
ム
と
佃
へ
許
容
依
頼
）
の
シ
ム
と
に
分
け
ら
れ
る
。

Ⅲ
　
被
動

（
被
動
）
の
シ
ム
と
さ
れ
る
は
、
次
の
よ
う
な
用
例
で
あ
る
。

1
自
力
聖
道
ノ
菩
提
心
、
コ
、
ロ
モ
コ
ト
ハ
モ
オ
ヨ
パ
レ
ス
　
常
没
流
転
ノ
凡
愚
ハ
　
イ
カ
テ
カ
発
起
や
珂
叫
へ
キ
（
正
は
）

2
真
実
信
心
ウ
ル
ヒ
ト
ハ
　
ス
ナ
ワ
チ
定
衆
ノ
カ
ス
ニ
イ
ル
　
不
退
ノ
ク
ラ
ヰ
ニ
住
ス
レ
ハ
　
カ
ナ
ラ
ス
減
度
ニ
イ
タ
ラ
河
山
（
浄
7
1
）

シ

ヨ

ウ

　

　

ー

3
煩
悩
具
足
ト
信
知
シ
テ
　
本
願
カ
ニ
乗
ス
レ
ハ
　
ス
ナ
ワ
チ
穂
身
ス
テ
パ
テ
、
法
性
常
楽
謹
セ
シ
ム
（
高
8
1
）

例
1
は
す
で
に
取
り
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。
例
2
は
大
元
量
寿
経
の
法
蔵
菩
薩
の
誓
願
中
の
第
十
一
願
を
讃
し
た
も
の
で
、
「
他
力
真
実
の

信
心
を
獲
る
人
は
即
時
に
正
定
衆
不
過
の
位
に
入
る
。
不
退
の
位
に
入
っ
て
し
ま
え
ば
、
必
然
的
に
捏
磐
に
至
ら
し
め
ら
れ
る
の
だ
」
と
い

う
意
味
を
述
べ
た
も
の
で
、
中
川
氏
は
「
淫
楽
に
至
ら
し
め
る
」
の
意
の
使
役
と
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
片
岡
氏
は
丁
寧
で
あ
る
と
説

か
れ
る
。
例
3
は
「
自
身
は
煩
悩
を
具
足
し
た
凡
夫
と
信
知
し
て
、
本
願
力
に
乗
託
す
れ
ば
、
不
浄
な
こ
の
身
を
な
げ
捨
て
て
浬
架
常
楽
の

徳
を
さ
と
ら
せ
給
う
」
と
も
解
釈
さ
れ
る
も
の
で
、
中
川
氏
は
尊
敬
、
片
岡
氏
は
丁
寧
と
説
か
れ
て
い
る
。

例
1
2
の
「
発
起
セ
シ
ム
」
「
滅
度
こ
イ
タ
ラ
シ
ム
」
と
い
う
形
式
は
、
次
に
掲
げ
る
よ
う
に
使
役
表
現
の
中
に
も
見
ら
れ
る
。

○
釈
迦
弥
陀
ハ
慈
悲
ノ
父
母
　
種
種
二
善
巧
方
便
シ
テ

○
尽
十
方
ノ
元
碍
光
ハ
　
天
明
ノ
ヤ
ミ
ヲ
テ
ラ
シ
ツ
、

『
三
帖
和
讃
』
　
の
シ
ム
に
つ
い
て

ホ

チ

キ

　

　

　

ー

ワ
レ
ラ
カ
売
上
ノ
信
心
ヲ
　
発
起
セ
シ
メ
タ
マ
ヒ
ケ
リ
（
高
8
2
）

一
念
歓
喜
ス
ル
ヒ
ト
ヲ
　
カ
ナ
ラ
ス
減
度
ニ
イ
タ
ラ
河
勾
（
高
4
4
）

六
三
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四

こ
の
場
合
の
主
語
は
「
釈
迦
弥
陀
」
と
「
尽
十
方
ノ
元
碍
光
」
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
例
1
2
3
の
主
語
は
す
べ
て
衆
生
で
あ
る
。
い
わ
ば

述
部
に
お
い
て
主
語
が
衆
生
か
ら
釈
迦
弥
陀
な
ど
に
転
換
し
た
よ
う
な
表
現
形
式
で
あ
る
。
中
川
氏
は
例
2
を
主
語
の
転
換
と
見
ら
れ
て
、

こ
の
シ
ム
を
使
役
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
主
語
が
転
換
し
う
る
と
こ
ろ
が
、
和
讃
の
表
現
法
の
特
徴
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
も
説
か
れ

て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
シ
ム
は
　
『
教
行
信
証
』
　
に
も
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

ノ

　

　

　

　

　

ス

レ

ハ

　

　

セ

シ

ム

　

　

　

　

ナ

リ

ト

○
惑
染
凡
夫
信
心
発
　
証
二
知
生
死
即
浬
架
一
（
二
1
4
0
・
3
「
正
信
念
仏
偶
」
）

ス

レ

ハ

ノ

　

　

ニ

　

　

　

シ

ク

　

ケ

シ

メ

　

　

ヲ

○
開
二
人
本
願
大
智
海
一
行
者
正
受
二
　
金
剛
心
一
（
二
1
4
1
・
3
「
正
信
念
仏
備
」
）

マ

ハ

ク

　

シ

テ

　

ノ

　

　

　

　

シ

タ

マ

ヘ

ル

ヲ

ス

レ

ト

　

　

　

　

ニ

　

ハ

テ

　

ニ

　

ナ

セ

シ

メ

ム

ト

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヲ

○
又
言
愛
二
楽
所
有
善
根
過
向
一
　
願
三
生
二
元
量
寿
国
一
者
随
二
願
一
皆
生
　
得
二
不
退
転
乃
至
売
上
正
等
菩
提
一
（
三
・
6
3
・
6
）

第
一
例
は
条
件
句
を
含
む
も
の
で
あ
る
が
、
主
語
は
「
惑
染
ノ
凡
夫
」
で
あ
る
ゆ
え
、
述
部
は
「
証
知
ス
」
と
あ
る
の
が
自
然
で
あ
る
。

第
二
例
で
は
、
「
行
者
」
が
主
語
で
あ
る
ゆ
え
、
「
金
剛
心
ヲ
受
ク
」
と
あ
り
た
い
と
こ
ろ
、
第
三
例
も
「
天
童
寿
国
二
生
ゼ
ン
ト
願
ス
」
る

者
「
皆
」
が
主
語
で
あ
る
ゆ
え
、
「
生
ズ
」
と
あ
り
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
し
て
も
文
の
論
理
関
係
に
変
更
は
起
こ
ら
な
い
。

次
に
掲
げ
る
「
得
シ
ム
」
は
、
中
川
氏
や
片
岡
氏
は
使
役
と
解
さ
れ
て
い
る
。

4
釈
迦
弥
陀
ノ
慈
悲
ヨ
リ
ソ
　
願
作
仏
心
ハ
エ
叫
刃
タ
ル
　
信
心
ノ
智
慧
こ
イ
リ
テ
コ
ソ
　
仏
恩
報
ス
ル
ミ
ト
ハ
ナ
レ
（
正
2

5
往
相
ノ
回
向
ト
ト
ク
コ
ト
ハ
　
弥
陀
ノ
方
便
ト
キ
イ
タ
リ
　
悲
願
ノ
信
行
工
河
刃
レ
ハ
　
生
死
ス
ナ
ワ
チ
提
案
ナ
リ
（
高
望

6
還
相
ノ
回
向
ト
ト
ク
コ
ト
ハ
　
利
他
教
化
ノ
果
ヲ
エ
河
刃
　
ス
ナ
ワ
チ
諸
有
二
回
入
シ
テ
　
普
賢
ノ
徳
ヲ
修
ス
ル
ナ
リ
（
高
空

7
弥
陀
ノ
廻
向
成
就
シ
テ
往
相
還
相
フ
タ
ツ
ナ
リ
　
コ
レ
ラ
ノ
回
向
l
盲
リ
テ
コ
ソ
　
心
行
ト
モ
こ
エ
河
勾
ナ
レ
　
（
高
4
0
）

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
「
得
シ
ム
」
も
先
掲
の
「
発
起
セ
シ
ム
」
と
同
類
で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
『
教
行
信
証
』
に
お
い
て
も
、
こ
の

種
の
シ
ム
は
「
得
」
と
い
う
動
詞
に
付
加
さ
れ
て
い
る
例
が
多
い
の
で
あ
る
。

ニ

ク

セ

ム

　

ヲ

　

ノ

　

エ

シ

ム

　

ヲ

　

　

　

ク

ト

　

ト

　

　

　

　

ト

ヲ

○
天
童
寿
経
吉
原
二
往
生
一
者
皆
得
二
往
生
】
　
唯
除
二
五
逆
誹
誘
正
法
一
（
三
m
・
2
）

タ
ヒ
　
フ
ル
こ
　
　
　
ヲ
　
　
　
　
　
　
　
コ
ル
　
　
エ
シ
ム
　
　
　
ヲ
　
　
　
ニ
　
　
　
シ
タ
テ
マ
ツ
ル

〇
一
蒙
二
光
照
一
罪
垢
除
皆
得
二
解
脱
t
　
故
頂
礼

（
五
5
5
・
5
　
「
讃
阿
弥
陀
偽
」
）



ノ

ノ

　

ル

　

ニ

エ

シ

ム

　

ヲ

　

　

　

シ

　

マ

ツ

ル

○
光
所
こ
至
】
処
得
二
法
喜
一
稽
二
首
頂
礼
　
（
五
5
5
・
7
「
讃
阿
弥
陀
偶
」
）

ノ
　
　
　
ノ
　
　
　
バ
　
　
　
ノ
カ
　
レ
ヤ
　
ス
ラ
グ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
シ
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
　
　
　
ニ
ス
ル
ヲ
　
セ
シ
メ
ム
カ
　
ノ
　
　
こ
　
こ
エ
シ
ム
　
コ
ト
ヲ
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
　
　
タ
　
ク
　
　
　
　
　
　
　
ト

○
此
入
出
功
徳
何
者
是
釈
　
言
二
人
第
一
門
一
者
以
四
礼
二
拝
阿
弥
陀
仏
一
為
三
　
生
二
　
彼
国
一
故
得
三
生
二
安
楽
世
界
一
是
名
二
第
一
門
一

（

四

5

2

・

8

）

主
語
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
往
生
ヲ
願
セ
ム
者
」
、
「
光
照
ヲ
蒙
ル
」
者
、
「
光
ノ
至
ル
処
」
　
に
居
る
者
、
「
阿
弥
陀
仏
ヲ
礼
拝
ス
」
る
者
で
あ
る
。

主
語
を
転
換
し
た
よ
う
な
シ
ム
は
　
『
三
帖
和
讃
』
　
に
限
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
親
鸞
に
特
徴
的
な
表
現
法
で
あ
る
と
言
え
る
。

『
数
行
信
証
』
は
文
類
と
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
訓
み
方
が
親
鸞
独
自
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
親
鸞
の

こ
の
よ
う
な
シ
ム
の
読
み
添
え
は
、
そ
の
独
自
の
思
想
に
深
く
関
わ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
親
鸞
は
、
証
巻
に
お
い
て
　
『
教
行
信
証
』
　
の
基
本

思
想
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

ス

レ

　

ノ

　

　

　

　

ヲ

　

ハ

　

　

ノ

　

　

　

　

　

　

　

ナ

リ

ニ

ハ

　

　

　

　

シ

　

コ

ト

　

ト

シ

テ

コ

ト

　

　

　

　

　

ノ

　

　

　

　

　

　

ニ

　

　

　

　

シ

タ

マ

ヘ

ル

○
夫
案
二
真
宗
教
行
信
証
一
者
如
来
大
悲
回
向
之
利
益
故
若
因
若
果
元
五
有
四
一
事
　
非
三
阿
弥
陀
如
来
清
浄
願
心
之
所
二
回
向
成
就
一

（
四
1
5
）

親
鸞
の
説
く
「
退
向
」
は
衆
生
が
浄
土
に
往
生
す
る
面
を
往
相
と
し
、
一
度
往
生
し
て
再
び
衆
生
を
救
わ
ん
が
た
め
に
こ
の
世
に
還
っ
て
救

済
の
働
き
を
す
る
面
を
還
相
と
す
る
。
そ
し
て
、
往
相
も
還
相
も
と
も
に
如
来
よ
り
の
回
向
と
し
て
、
如
来
の
働
き
そ
の
も
の
で
あ
る
と
説

（6）

か
れ
る
。
文
表
現
上
は
不
自
然
に
見
え
る
読
み
添
え
の
シ
ム
は
、
衆
生
の
も
ろ
も
ろ
の
行
為
を
如
来
の
働
き
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
親

鸞
の
思
想
が
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
原
典
の
仏
典
で
は
衆
生
を
動
作
主
体
と
す
る
動
詞
で
あ
っ
て
も
、
そ
の

動
作
・
行
為
が
如
来
の
働
き
か
け
の
結
果
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
る
場
合
に
は
、
原
典
の
文
表
現
上
の
形
式
に
拘
泥
し
な
い
で
シ
ム
を
読
み
添

え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

原
典
の
文
の
形
式
的
論
理
関
係
に
拘
泥
し
な
い
で
、
親
鸞
の
解
釈
に
よ
っ
て
読
み
添
え
ら
れ
た
シ
ム
で
あ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
シ
ム
を
読

み
添
え
な
く
と
も
文
表
現
は
成
り
立
つ
。
事
実
、
『
教
行
信
証
』
　
に
は
、
次
に
掲
げ
る
よ
う
に
、
シ
ム
に
関
し
て
修
正
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

シ
ヤ
ク
　
シ
テ
　
メ
シ
メ
　
ノ
　
　
　
ヲ
　
　
　
ク
　
こ
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
こ
シ
テ
　
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
シ
メ
　
　
　
ヲ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
タ
マ
ヘ
リ
ト

○
善
言
策
進
　
求
二
諸
白
法
】
　
普
為
二
群
生
一
勇
猛
　
元
二
退
－
利
二
益
　
世
間
一
大
願
円
満
　
　
　
（
三
4
6
・
4
）

『
三
帖
和
讃
』
　
の
シ
ム
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

ク

ノ

ノ

　

　

　

ニ

レ

ム

ノ

　

ク

　

　

シ

　

　

　

　

ヲ

　

タ

ラ

シ

ム

　

ノ

ニ

○
又
言
彼
国
衆
生
若
当
生
者
皆
悉
究
二
克
天
上
菩
提
《
　
到
二
浬
架
処
－
（
四
8
・
4
）

ク

　

　

ス

レ

ハ

　

ヲ

　

　

ク

　

　

セ

ム

ノ

　

ヲ

○
若
能
発
二
起
菩
提
心
一
則
能
動
二
修
仏
功
徳
一
（
三
5
9
・
5
）

六
六

最
初
の
例
の
「
利
益
や
叫
メ
」
は
「
ス
ル
」
の
上
に
「
セ
シ
メ
」
と
重
書
し
て
お
り
、
第
二
例
の
「
到
ラ
シ
ム
」
は
「
ル
」
の
上
に
「
シ

ム
」
と
重
書
し
て
い
る
。
第
三
例
の
「
勤
修
叫
勾
」
は
「
セ
シ
ム
」
と
書
い
た
上
に
「
セ
ム
」
と
重
苦
し
修
正
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
検
討
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
右
に
掲
げ
た
『
三
帖
和
讃
』
の
シ
ム
は
『
教
行
信
証
』
の
「
証
知
セ
シ
ム
」
や
「
得
シ
ム
」
の
シ

ム
と
同
じ
用
法
で
あ
る
。
例
1
で
言
え
ば
、
「
発
起
ス
」
る
の
は
衆
生
の
行
為
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
如
来
が
L
か
ら
し
め
る
と
こ
ろ
の

行
為
に
他
な
ら
な
い
が
ゆ
え
に
シ
ム
を
付
加
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
主
語
を
転
換
し
た
如
き
シ
ム
の
用
法
は
、
ま
さ
に
被
支
配
待
遇
的
表
現
と
呼
ぶ
に
相
応
し
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
シ

ム
は
、
（
使
役
）
に
対
応
さ
せ
て
（
被
動
）
と
称
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
〔
主
語
Ⅹ
＋
Ⅹ
を
動
作
主
体
と
す
る
動
詞
十
シ
ム
〕
と
い
う
文
表
現

形
式
に
即
す
れ
ば
、
「
～
せ
し
め
ら
れ
る
」
と
い
う
意
味
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
。

『
三
帖
和
讃
』
　
の
次
の
よ
ケ
な
シ
ム
も
（
被
動
）
の
シ
ム
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

ソ

ク

サ

ン

ヘ

ン

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ト

8
粟
散
片
州
二
誕
生
シ
テ
　
念
仏
宗
ヲ
ヒ
ロ
メ
叫
勾
　
衆
生
化
度
ノ
タ
メ
ニ
ト
テ
　
コ
ノ
土
二
タ
ヒ
、
、
キ
タ
ラ
外
耳
（
高
空

9
源
空
三
五
ノ
ヨ
ワ
イ
こ
テ
　
売
常
ノ
コ
ト
ワ
リ
サ
ト
リ
ツ
、
厭
離
ノ
素
懐
ヲ
ア
ラ
ワ
シ
テ
　
菩
提
ノ
ミ
チ
ニ
ソ
イ
ラ
叫
刃
シ

（
高
1
1
2
）

ク
ヱ
ン
タ
ヰ
　
　
ー

1
0
本
師
源
空
命
終
時
　
建
暦
二
王
申
歳
　
初
春
下
旬
第
五
日
　
浄
土
二
道
帰
セ
シ
メ
ケ
リ
（
高
踏
）

タ

ヰ

　

　

　

ー

1
1
斉
朝
ノ
曇
鸞
和
尚
ハ
　
菩
提
流
支
ノ
オ
シ
エ
ニ
テ
　
仙
経
ナ
カ
ク
ヤ
キ
ス
テ
＼
　
浄
土
ニ
フ
カ
ク
帰
セ
シ
メ
リ
（
高
2
7
）

タ

ヰ

ヤ

ク

カ

イ

コ

ウ

　

ー

1
2
釈
迦
毒
堤
方
便
シ
テ
　
浄
土
ノ
機
縁
熟
ス
レ
ハ
　
行
両
大
臣
謹
ト
シ
テ
　
閣
王
道
害
興
セ
シ
ム
（
浄
9
4
）

キ

ヤ

ク

キ

ヤ

ウ

ニ

タ

イ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

キ

ム

1
3
者
婆
大
臣
オ
サ
エ
テ
ソ
　
却
行
而
退
セ
シ
メ
ツ
、
閣
王
ツ
ル
キ
ヲ
ス
テ
可
刃
テ
　
幸
掟
ヲ
ミ
ヤ
ニ
禁
シ
ケ
ル
（
浄
9
1
）

シ
ソ
キ
サ
ラ
シ
ム

1
4
＊
末
法
五
濁
ノ
ヨ
ト
ナ
リ
テ
　
釈
迦
ノ
遺
教
カ
ク
レ
シ
ム
　
弥
陀
ノ
悲
願
ハ
ヒ
ロ
マ
リ
テ
　
念
仏
往
生
ト
ケ
ヤ
ス
シ
　
（
正
9
＊
　
「
像
」



補
入
・
「
法
」
　
ミ
セ
ケ
チ
）

例
8
9
1
0
は
い
ず
れ
も
高
僧
和
讃
に
属
し
、
源
空
聖
人
の
浄
土
宗
開
宗
の
徳
を
称
え
る
も
の
で
、
シ
ム
の
付
け
ら
れ
た
動
詞
の
動
作
主
体

（10）

は
何
れ
も
源
空
聖
人
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
こ
れ
ら
の
シ
ム
は
尊
敬
を
表
す
も
の
と
説
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

○
源
空
勢
志
ト
示
現
シ
　
ァ
ル
イ
ハ
弥
陀
ト
顕
現
ス
　
上
皇
群
臣
尊
敬
シ
　
京
夷
庶
民
欽
仰
ス
　
（
高
1
1
6
）

○
弥
陀
如
来
化
シ
テ
コ
ソ
　
本
師
源
空
ト
シ
メ
シ
ケ
リ
　
化
緑
ス
テ
ニ
ッ
キ
ヌ
レ
ハ
、
浄
土
ニ
カ
ヘ
リ
タ
マ
ヒ
こ
キ
（
高
撒
）

な
ど
の
和
讃
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
源
空
聖
人
は
弥
陀
・
諸
仏
が
変
化
し
て
日
本
に
現
れ
た
の
で
あ
る
。
源
空
聖
人
が
「
コ
ノ
土
二
来

タ
ル
」
の
も
、
菩
提
の
道
に
「
イ
ル
」
の
も
、
「
浄
土
二
帰
ス
」
の
も
、
弥
陀
の
意
思
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
例
1
1
は
曇
鸞
和
尚
が
仙
教
を
焼

き
捨
て
て
浄
土
教
に
帰
入
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
行
為
は
「
菩
提
流
支
ノ
オ
シ
エ
」
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
（
被

動
）
の
シ
ム
を
用
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
例
1
2
1
3
は
い
ず
れ
も
被
支
配
者
で
あ
る
閣
王
が
表
現
形
式
上
は
主
語
の
位
置
に
立
っ
て
い
る
。

通
常
の
使
役
表
現
と
し
て
解
釈
す
れ
ば
、
例
1
2
は
、
釈
尊
や
睾
掟
が
方
便
し
て
、
浄
土
教
を
信
受
す
る
機
縁
が
熟
す
る
と
閣
王
に
道
悪
を
行

わ
し
め
る
と
い
う
意
で
あ
り
、
例
1
3
は
、
者
婆
大
臣
が
閣
王
に
剣
を
捨
て
さ
せ
、
毒
控
を
禁
錮
す
る
事
に
し
た
と
い
う
意
で
あ
る
。
例
1
4
は

主
語
が
事
態
で
あ
る
と
い
う
点
で
他
と
異
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
「
末
法
五
濁
ノ
世
」
と
い
う
事
態
が
、
釈
迦
の
遣
教
の
「
カ
ク
ル
」
と
い
う

結
果
を
招
い
た
と
い
う
の
で
あ
り
、
そ
の
人
被
動
）
の
意
味
を
シ
ム
が
表
し
て
い
る
と
解
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
（
被
動
）
の
シ
ム
は
被
支
配
者
の
立
場
に
あ
る
者
が
主
語
に
立
つ
け
れ
ど
も
、
そ
の
動
作
・
行
為
は
支
配
者
の
力
（
意
思
）
　
に

ょ
っ
て
実
現
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
シ
ム
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
の
は
「
上
な
る
も
の
」
の
意
思
・
力
で
あ
る
。
一
方
、
同
じ
構

文
で
は
あ
っ
て
も
、
そ
の
動
作
・
行
為
は
、
本
来
、
被
支
配
者
の
主
体
性
に
お
い
て
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
場
合
も
あ
る
。
そ
の
場
合
、
シ

ム
に
よ
っ
て
強
調
さ
れ
る
の
は
「
上
な
る
も
の
」
　
の
意
思
・
力
に
随
順
し
よ
う
と
す
る
被
支
配
者
の
意
思
・
態
度
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
前

者
の
（
被
動
）
に
対
し
て
、
後
者
は
（
許
容
依
頼
）
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

拗
　
許
容
依
頼

『
三
帖
和
讃
』
　
の
シ
ム
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

ま
ず
、
用
例
を
掲
げ
る
。

1
5
上
官
皇
子
方
便
シ
　
和
国
ノ
有
情
ヲ
ア
ワ
レ
ミ
テ
　
如
来
ノ
悲
願
弘
宣
セ
リ
　
慶
喜
奉
讃
七
叫
刃
へ
シ
（
正
望

ク

ワ

ン

キ

サ

ン

カ

ウ

　

　

　

ー

1
6
阿
弥
陀
仏
ノ
ミ
ナ
ヲ
キ
＼
　
歓
喜
讃
仰
セ
シ
ム
レ
ハ
　
功
徳
ノ
宝
ヲ
具
足
シ
テ
一
念
大
利
売
上
ナ
リ
（
浄
翌

ケ
シ
ユ
ク
ヰ
ミ
ヤ
ウ
．
－
－
－
1

1
7
妙
土
広
大
超
数
限
　
本
願
荘
厳
ヨ
リ
オ
コ
ル
　
清
浄
大
穂
受
二
　
稽
首
帰
命
セ
シ
ム
へ
シ
　
（
浄
4
4
）

シ

ヨ

ウ

　

　

ー

1
8
仏
光
測
量
ナ
キ
ユ
へ
ニ
　
難
思
光
仏
ト
ナ
ツ
ケ
タ
リ
　
諸
仏
ハ
往
生
嘆
シ
ツ
＼
　
弥
陀
ノ
功
徳
ヲ
称
セ
シ
ム
人
浄
2
1
）

1
9
本
師
源
空
ノ
本
地
オ
ハ
　
世
俗
ノ
ヒ
ト
＼
＼
ア
ヒ
ツ
タ
へ
　
緯
和
尚
ト
称
や
河
刃
　
ア
ル
イ
ハ
善
導
ト
シ
メ
シ
ケ
リ
（
高
1
1
5
）

2
0
一
形
悪
ヲ
ツ
ク
レ
ト
モ
　
専
精
ニ
コ
＼
ロ
ヲ
カ
ケ
叫
刃
チ
　
ッ
ネ
こ
念
仏
や
河
山
l
叫
ハ
　
諸
障
自
然
こ
ノ
ソ
コ
リ
ヌ
（
高
6
7
）

シ
ヨ
ウ

2
1
本
師
龍
樹
菩
薩
ノ
　
オ
シ
エ
ヲ
ツ
タ
エ
キ
カ
ム
ヒ
ト
　
本
願
コ
＼
ロ
ニ
カ
ケ
可
刃
チ
　
ッ
ネ
こ
弥
陀
ヲ
称
ス
ヘ
シ
（
高
9
）

2
2
仏
恵
功
徳
ヲ
ホ
メ
シ
メ
テ
　
十
方
ノ
有
縁
ニ
キ
カ
シ
メ
ム

2
3
コ
、
ロ
バ
ヒ
ト
ツ
ニ
ア
ラ
ネ
ト
モ
　
雑
行
雑
修
コ
レ
こ
タ
リ ホ

ウ
信
心
ス
テ
こ
エ
ム
ヒ
ト
バ
ツ
ネ
こ
仏
恩
報
ス
へ
シ
（
浄
5
8
）

浄
土
ノ
行
こ
ア
ラ
ヌ
オ
ハ
ヒ
ト
エ
ニ
雑
修
ト
ナ
ツ
ケ
シ

ー
ムl
（
高
7
6
）

シ

ユ

キ

ヤ

ウ

　

　

ー

2
4
末
法
五
濁
ノ
衆
生
ハ
　
聖
道
ノ
修
行
セ
シ
ム
ト
モ

書
）
　
（
高
6
4
）

2
5
勢
志
念
仏
円
通
エ
テ
　
五
十
二
菩
薩
モ
ロ
ト
モ
ニ

2
6
源
空
智
行
ノ
至
徳
こ
ハ
　
聖
道
諸
宗
ノ
師
主
モ

シ
ヨ
ウ

2
7
善
導
大
師
讃
ヲ
コ
イ
　
定
散
二
心
ヲ
ヒ
ル
カ
へ
シ

2
8
教
主
世
尊
ニ
マ
フ
サ
可
勾
　
往
昔
恒
河
沙
劫
こ

ヒ
ト
リ
モ
置
ヲ
エ
シ
ト
コ
ソ
　
教
主
世
尊
ハ
ト
キ
タ
マ
へ
　
（
「
へ
」
は
フ
の
右
傍

サ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

チ

ヨ

ウ

ラ

イ

　

　

ー

ス
ナ
ワ
チ
座
ヨ
リ
タ
、
叫
刃
テ
　
仏
足
ヲ
頂
礼
セ
シ
メ
ツ
、
（
浄
墜

ク

ヰ

　

】

ミ
ナ
モ
ロ
ト
モ
こ
帰
セ
シ
メ
テ
一
心
金
剛
戒
師
ト
ス
　
（
高
1
1
3
）

・

ン

ユ

コ

　

　

　

　

ー

貪
瞑
二
河
ノ
誓
喩
ヲ
ト
キ
　
弘
願
ノ
信
心
守
護
セ
シ
ム
　
（
高
7
7
）

仏
ヨ
ニ
イ
テ
タ
マ
ヘ
リ
キ
　
天
童
光
ト
ナ
ツ
ケ
タ
リ
　
（
浄
土
1
2
6
）

こ
れ
ら
の
シ
ム
も
、
従
来
は
、
謙
譲
　
（
尊
敬
）
　
を
表
す
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
例
1
5
な
ど
は
　
「
慶
喜
奉
讃
」
　
に
　
「
ヨ
ロ
コ
ヒ
テ
ホ
メ
タ
テ

マ
ツ
ル
へ
シ
ト
ナ
リ
」
　
と
い
う
左
注
が
あ
り
、
謙
譲
と
す
る
根
拠
に
も
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
例
1
7
は
　
「
讃
阿
弥
陀
仏
偶
」
を
下
敷
き
に
し

た
も
の
で
あ
る
が
、
『
数
行
信
証
』
　
で
は
、
「
稽
首
」
と
い
う
行
為
に
は
、



○
智
乳
光
明
勲
可
二
軍
敵
‰
又
醜
尭
量
光
－
有
且
軋
諸
相
蒙
打
田
】
口
紅
稽
二
首
、
萱
マ
ツ
ル
真
実
野
（
五
髭
，
4
）

の
如
く
、
「
タ
テ
マ
ツ
ル
」
が
読
み
添
え
ら
れ
て
い
て
、
『
三
帖
和
讃
』
の
シ
ム
を
謙
譲
と
解
す
る
こ
と
に
有
利
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
け

れ
ど
も
、
こ
れ
ら
の
シ
ム
も
敬
語
表
現
に
関
わ
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
。
例
え
ば
、
例
1
8
1
9
の
「
称
セ
シ
ム
」
は
、
主
語
が
例

1
8
で
は
「
諸
仏
」
で
あ
る
か
ら
尊
敬
で
あ
る
と
さ
れ
、
例
1
9
で
は
「
世
俗
ノ
ヒ
ト
ビ
ト
」
で
あ
る
か
ら
謙
譲
と
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
同

類
の
「
称
セ
シ
ム
」
は
『
教
行
信
証
』
　
に
も
存
す
る
。

ノ

　

テ

ハ

ヲ

　

ケ

ム

タ

ハ

カ

ル

コ

ト

ニ

ヲ

　

ス

　

　

ト

　

　

　

　

　

シ

　

　

ヲ

　

セ

シ

ム

ノ

　

ヲ

○
其
光
除
二
仏
二
真
二
能
側
一
散
仏
又
号
二
難
思
光
】
十
方
諸
仏
嘆
二
往
生
一
称
】
其
功
徳
二
五
5
6
・
3
「
讃
阿
弥
陀
仏
偽
」
）

テ

　

シ

　

　

ヲ

　

　

シ

テ

ニ

セ

シ

メ

　

ノ

ヲ

　

テ

　

ノ

　

　

　

ニ

　

セ

ル

ヲ

ニ

シ

ム

コ

ト

ヲ

　

　

ノ

ニ

ヲ

ク

ト

ノ

タ

マ

ヘ

リ

〇
人
第
二
門
者
以
下
賛
二
嘆
阿
弥
仏
一
随
二
順
名
義
一
称
二
如
来
名
一
依
二
如
来
光
明
智
相
一
修
行
上
故
得
三
人
二
大
会
衆
数
一
是
名
二
　
人
第
二

卜門
一
（
四
5
3
・
3
）

前
者
は
例
1
8
の
依
拠
す
る
「
讃
阿
弥
陀
仏
偽
」
で
あ
る
。
も
し
こ
れ
ら
の
「
称
ス
」
を
尊
敬
表
現
あ
る
い
は
謙
譲
表
現
に
す
る
と
す
れ
ば
、

『
教
行
信
証
』
の
読
み
添
え
の
原
則
か
ら
し
て
、
タ
マ
フ
あ
る
い
は
タ
テ
マ
ツ
ル
が
読
み
添
え
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
シ
ム
も
被
支
配
待
遇
的
表
現
の
一
種
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
親
鸞
に
あ
っ
て
は
、
阿
弥
陀
仏
と

衆
生
と
の
支
配
者
と
被
支
配
者
と
し
て
の
関
係
は
絶
対
的
な
も
の
で
あ
り
、
衆
生
の
い
か
な
る
動
作
・
行
為
も
、
す
べ
て
阿
弥
陀
仏
の
支
配

下
に
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
絶
対
的
支
配
関
係
を
支
配
者
の
意
思
・
力
に
焦
点
を
置
い
て
表
現
す
る
の
が
（
被
動
）
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し

て
こ
れ
ら
の
シ
ム
は
、
被
支
配
者
と
し
て
の
立
場
に
焦
点
を
置
い
た
表
現
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
1
5
～
2
8
の
シ
ム
の
付
加
さ

れ
た
動
詞
を
見
る
と
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
「
下
な
る
も
の
」
の
主
体
性
に
お
い
て
な
さ
れ
る
動
作
・
行
為
で
あ
る
（
例
1
8
の
場
合
も
、
「
弥
陀
」

と
の
関
係
か
ら
す
れ
ば
、
「
諸
仏
」
は
「
下
な
る
も
の
」
で
あ
る
）
。
「
下
な
る
も
の
」
と
し
て
の
立
場
に
焦
点
を
置
い
た
表
現
で
あ
る
ゆ
え
、
こ
れ

ら
の
シ
ム
は
、
「
上
な
る
も
の
の
意
思
（
弥
陀
如
来
の
御
心
）
を
身
に
受
け
て
～
す
る
」
、
あ
る
い
は
「
自
ら
の
勤
め
と
し
て
～
す
る
」
と
い
う

意
を
表
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
こ
れ
を
（
許
容
依
頼
）
と
称
す
る
。
（
許
容
依
頼
）
の
シ
ム
は
謙
譲
と
意
味
上
近
似
す
る
。
右
の

諸
例
を
見
る
と
、
「
歓
喜
讃
仰
ス
・
慶
喜
奉
讃
ス
・
稽
首
帰
命
ス
・
頂
礼
ス
・
申
ス
」
と
い
っ
た
謙
譲
の
意
を
持
つ
動
詞
に
付
く
例
が
目
立
つ

『
三
帖
和
讃
』
　
の
シ
ム
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇

の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
（
許
容
依
頼
）
の
シ
ム
が
被
支
配
者
と
し
て
の
立
場
を
表
現
す
る
も
の
で
あ
る
ゆ
え
、
謙
譲
動
詞
と
結
合
し
や
す
い

と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

以
上
は
〔
主
語
Ⅹ
＋
Ⅹ
を
動
作
主
体
と
す
る
動
詞
＋
シ
ム
〕
の
構
文
の
シ
ム
の
う
ち
、
「
下
な
る
も
の
」
の
動
作
・
行
為
を
表
す
動
詞
に
付

加
す
る
被
支
配
待
遇
的
表
現
の
シ
ム
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
他
に
動
詞
の
動
作
主
体
が
「
上
な
る
も
の
」
の
場
合
も
存
す
る
。
当
然
そ
の
よ
う

な
シ
ム
は
被
支
配
待
遇
の
シ
ム
と
は
異
な
る
意
義
を
担
う
も
の
で
あ
る
。

2
　
使
役
性
強
調
表
現
の
シ
ム

使
役
性
強
調
表
現
の
シ
ム
は
次
の
よ
う
な
例
で
あ
る
。

2
9
浄
土
ノ
大
菩
提
心
ハ
　
贋
作
仏
心
ヲ
ス
＼
メ
河
山

3
0
超
日
月
光
コ
ノ
ミ
ニ
ハ
　
念
仏
三
昧
オ
シ
へ
河
山

ス
ナ
ワ
チ
原
作
仏
心
ヲ

十
方
ノ
如
来
衆
生
ヲ

3
1
元
碍
光
仏
ノ
ノ
ク
マ
バ
ク
　
未
来
ノ
有
情
利
セ
ム
ト
テ

3
2
源
空
在
世
ノ
ソ
ノ
ト
キ
こ
　
金
色
ノ
光
明
ハ
ナ
タ
河
山

3
3
源
空
光
明
ハ
ナ
タ
叫
刃
　
門
徒
ニ
ッ
ネ
こ
ミ
セ
叫
刃
キ

大
勢
至
菩
薩
こ

度
衆
生
心
ト
ナ
ツ
ケ
ク
リ
　
（
正
2
0
）

レ
ン
ネ
ム

一
子
ノ
コ
ト
ク
憐
念
ス
　
（
浄
土
1
2
8
）

智
慧
ノ
念
仏
サ
ツ
ケ
の
勾
（
正
2
7
）

ハ
イ
ケ
ン

兼
実
博
陸
マ
ノ
ア
タ
リ
　
拝
見
セ
シ
メ
タ
マ
ヒ
ケ
リ
（
高
1
1
4
）

賢
哲
愚
夫
モ
エ
ラ
バ
レ
ス
　
豪
貴
邸
燥
モ
へ
タ
テ
ナ
シ
　
（
高
1
2
0
）

右
の
諸
例
は
、
和
語
の
動
詞
の
場
合
で
あ
る
が
、
漢
語
サ
変
動
詞
の
場
合
も
あ
る
。

シ

ヨ

ウ

シ

ヤ

ウ

コ

ネ

ム

　

　

ー

3
4
十
方
恒
沙
ノ
諸
仏
ハ
　
極
難
信
ノ
ノ
リ
ヲ
ト
キ
　
五
濁
悪
世
ノ
タ
メ
こ
ト
テ
　
護
成
護
念
セ
シ
メ
タ
リ
（
浄
9
9
）

ク

ヱ

ト

　

　

　

ー

3
5
源
空
ミ
ツ
カ
ラ
ノ
タ
マ
バ
ク
　
霊
山
会
上
ニ
ア
リ
シ
ト
キ
　
声
聞
僧
ニ
マ
シ
ワ
リ
テ
　
頭
陀
ヲ
行
シ
テ
化
度
セ
シ
ム
（
高
望

イ

ン

ニ

フ

　

　

ー

3
6
大
聖
オ
ノ
、
、
モ
ロ
ト
モ
こ
　
凡
愚
底
下
ノ
ツ
ミ
ヒ
ト
ヲ
　
逆
悪
モ
ラ
サ
ヌ
誓
願
二
　
方
便
引
入
セ
シ
メ
ケ
リ
（
浄
竺

チ

ヨ

ク

　

　

ー

3
7
頻
婆
婆
羅
王
勅
セ
シ
メ
　
宿
因
ソ
ノ
期
ヲ
マ
タ
ス
シ
テ
　
仙
人
殺
害
ノ
ム
ク
ヒ
こ
ハ
　
七
重
ノ
ム
ロ
l
r
ト
チ
ラ
レ
キ
（
浄
8
8
）

こ
の
よ
う
な
用
法
の
シ
ム
も
、
そ
れ
が
無
く
と
も
文
の
論
理
関
係
に
変
更
は
起
こ
ら
な
い
。
従
来
は
主
語
（
＝
動
詞
の
動
作
主
体
）
が
「
上



な
る
も
の
」
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
尊
敬
を
表
す
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
例
2
9
で
言
え
ば
、
「
浄
土
他
力
の
大
菩
提
心
は
自
分
に
成
仏
を
願
う
心

を
勧
め
給
う
。
こ
の
成
仏
を
願
う
心
を
そ
の
ま
ま
衆
生
を
済
度
す
る
心
を
い
う
の
で
あ
る
。
」
と
い
う
意
に
解
釈
さ
れ
る
よ
う
に
、
浄
土
の
河

弥
陀
仏
の
頗
現
す
る
仏
徳
で
あ
る
と
こ
ろ
の
浄
土
の
大
菩
提
心
に
対
す
る
尊
敬
で
あ
る
と
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

か
か
る
用
法
の
シ
ム
は
『
教
行
信
証
』
に
も
見
ら
れ
る
。

○
華
厳
紅
彗
ハ
ク
（
中
略
）
又
一
ゴ
一
即
ハ
ク
如
来
鮎
永
配
当
這
衆
生
野
　
（
三
聖
2
）

マ

シ

マ

シ

テ

　

　

　

　

ク

セ

シ

ム

ル

コ

ト

　

ノ

　

　

　

ヲ

○
有
二
　
金
剛
智
一
能
破
二
　
衆
生
一
切
悪
罪
一
（
三
1
2
2
・
6
）

○
指
二
鞄
弥
軋
名
口
争
勧
二
軌
イ
セ
シ
メ
テ
衆
も
一
称
鮎
レ
ハ
（
三
誉
4
）

ハ

カ

ニ

シ

テ

　

ニ

レ

ン

　

セ

シ

ム

　

ノ

　

　

ヲ

〇
本
師
源
空
明
二
　
仏
教
】
憐
二
懸
　
善
悪
凡
夫
人
一
（
二
1
4
2
・
1
「
正
信
念
仏
侶
」
）

ノ

　

ハ

タ

　

　

ナ

リ

　

　

　

ニ

ク

　

セ

シ

ム

○
如
来
尊
号
甚
分
明
　
十
方
世
界
普
流
行
　
（
二
7
7
・
7
）

第
一
例
は
、
「
一
切
衆
生
ノ
疑
ヲ
断
ツ
」
と
し
て
も
、
ま
た
第
二
例
は
「
衆
生
ノ
一
切
悪
罪
ヲ
破
ス
」
で
も
文
の
論
理
関
係
に
影
響
は
な
い
。

「
勧
励
ス
」
「
憐
懸
ス
」
「
流
行
ス
」
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
。

例
3
3
の
「
見
セ
シ
ム
」
と
い
う
語
形
は
、
早
く
は
『
将
門
記
承
徳
三
年
点
』
の
例
や
、
『
法
華
百
座
間
書
抄
』
『
解
脱
門
義
聴
集
記
』
な
ど

（8）

の
中
世
片
仮
名
交
じ
り
文
資
料
に
用
例
の
存
す
る
こ
と
は
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
「
見
セ
シ
ム
」
は
「
見
ス
」
と
い
う

動
詞
の
持
つ
使
役
的
意
味
を
強
調
し
て
シ
ム
を
重
ね
た
も
の
で
あ
る
。
右
の
他
の
シ
ム
も
、
こ
れ
と
同
様
に
、
そ
の
付
加
す
る
動
詞
の
持
つ

使
役
的
意
味
を
強
調
す
る
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

『
教
行
信
証
』
の
場
合
、
そ
の
動
詞
は
す
べ
て
衆
生
へ
の
一
方
的
働
き
か
け
（
使
役
的
意
味
）
を
表
す
も
の
で
あ
る
。
『
三
帖
和
讃
』
の
場
合

も
、
和
語
動
詞
は
「
勧
ム
・
教
ス
・
授
ク
・
放
ツ
」
と
い
っ
た
、
「
上
な
る
も
の
」
か
ら
「
下
な
る
も
の
」
へ
の
働
き
か
け
の
意
を
有
す
る
動

詞
で
あ
る
。
漢
語
サ
変
動
詞
の
場
合
も
こ
れ
と
同
様
で
あ
っ
て
、
「
澄
成
護
念
ス
」
（
衆
生
の
た
め
に
法
の
正
し
い
こ
と
を
証
言
し
、
念
仏
の
信
心

を
失
わ
な
い
こ
と
を
念
ず
る
の
意
）
、
「
化
度
ス
」
（
衆
生
を
教
化
し
済
度
す
る
意
）
、
「
方
便
引
入
ス
」
と
い
っ
た
、
い
ず
れ
も
衆
生
に
対
す
る
働
き

『
三
帖
和
讃
』
　
の
シ
ム
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二

か
け
を
意
味
す
る
動
詞
で
あ
る
。
例
2
9
の
「
勧
ム
」
と
い
う
動
詞
は
、
衆
生
へ
の
働
き
か
け
を
端
的
に
表
す
こ
と
ば
で
あ
る
が
、
「
勧
メ
シ
ム
」

は
右
の
他
に
、

ク
ヰ

型
二
朝
浄
土
ノ
大
師
等
　
哀
懸
棟
受
シ
ク
マ
ヒ
テ
　
真
実
信
心
ス
、
メ
叫
刃
　
定
衆
ノ
ク
ラ
ヰ
ニ
帰
セ
シ
メ
ヨ
（
正
1
1
）

3
9
釈
迦
ハ
要
門
ヒ
ラ
キ
ッ
＼
　
定
散
諸
機
ヲ
ア
ワ
レ
ミ
テ
　
正
雑
二
行
方
便
シ
　
ヒ
ト
エ
こ
専
修
ヲ
ス
＼
メ
叫
勾
（
高
7
3
）

4
0
本
師
道
綽
大
師
ハ
　
浬
架
ノ
広
業
サ
シ
オ
キ
テ
　
本
願
他
力
ヲ
タ
ノ
ミ
ツ
＼
　
五
濁
ノ
群
生
ス
、
メ
叫
勾
（
高
6
3
）

4
1
釈
迦
ノ
教
法
オ
ホ
ケ
レ
ト
　
天
鶉
菩
薩
バ
ネ
ム
コ
ロ
ニ
煩
悩
成
就
ノ
ワ
レ
ラ
こ
ハ
　
弥
陀
ノ
弘
誓
ヲ
ス
＼
メ
叫
勾
（
高
1
6
）

4
2
濁
世
ノ
有
情
ヲ
ア
ワ
レ
ミ
テ
　
勢
至
念
仏
ス
、
メ
叫
叫
　
信
心
ノ
ヒ
ト
ヲ
棟
取
シ
テ
　
浄
土
二
婦
人
セ
シ
メ
ケ
リ
（
正
翌

の
五
例
も
存
す
る
。
こ
の
こ
と
も
、
こ
れ
ら
の
シ
ム
が
動
詞
の
持
つ
使
役
的
意
味
を
強
調
す
る
働
き
を
持
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
よ
く
示
し

て
い
る
。
『
三
帖
和
讃
』
や
『
教
行
信
証
』
と
は
、
と
も
に
弥
陀
如
来
の
絶
対
的
支
配
を
説
く
内
容
の
文
章
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
使
役
憧
強

（9）

調
表
現
の
シ
ム
が
多
用
さ
れ
て
い
る
の
も
自
然
な
こ
と
と
理
解
さ
れ
る
。

四
、
結
び

本
稿
で
は
、
『
三
帖
和
讃
』
の
シ
ム
の
用
法
を
『
教
行
信
証
』
の
読
み
添
え
の
シ
ム
と
比
較
し
っ
つ
考
察
し
た
が
、
そ
れ
を
ま
と
め
る
と
次

の
よ
う
に
な
る
。

Ⅲ
『
教
行
信
証
』
に
お
い
て
は
、
尊
敬
表
現
に
は
タ
マ
フ
・
マ
シ
マ
ス
、
謙
譲
表
現
に
は
タ
テ
マ
ツ
ル
が
読
み
添
え
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、

単
独
で
用
い
ら
れ
る
シ
ム
は
敬
語
表
現
に
関
わ
り
の
な
い
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

拗
『
三
帖
和
讃
』
の
シ
ム
と
『
教
行
信
証
』
の
読
み
添
え
の
シ
ム
と
は
意
義
・
用
法
を
等
し
く
す
る
も
の
で
あ
る
。
『
三
帖
和
讃
』
の
シ
ム

の
用
法
は
、
直
接
的
に
は
『
教
行
信
証
』
の
訓
読
文
の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

㈲
『
三
帖
和
讃
』
（
『
教
行
信
証
』
）
に
見
ら
れ
る
特
殊
用
法
の
シ
ム
は
、
そ
の
意
義
・
用
法
に
お
い
て
『
吾
妻
鏡
』
の
特
殊
用
法
の
「
令
」
と



基
本
的
に
は
等
し
い
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
被
支
配
待
遇
的
表
現
と
使
役
性
強
調
表
現
と
の
二
用
法
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

㈲
『
三
帖
和
讃
』
（
『
教
行
信
証
』
）
と
『
吾
妻
鑑
』
と
は
、
表
現
内
容
や
表
現
形
式
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
両
者
は
と
も
に
絶
対

的
（
強
力
）
な
支
配
被
支
配
関
係
に
あ
る
人
の
行
為
を
述
べ
る
内
容
で
あ
る
点
で
共
通
の
性
格
を
有
す
る
。
支
配
被
支
配
関
係
を
強
調
す

る
文
章
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
か
か
る
被
支
配
待
遇
的
表
現
や
使
役
性
を
強
調
す
る
表
現
が
多
用
さ
れ
る
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
で
あ
る
が
、
『
三
帖
和
讃
』
や
『
数
行
信
証
』
の
理
解
に
誤
り
を
犯
し
て
い
る
こ
と
を
恐
れ
て
い
る
。
御
批
正
を
賜
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

注
（
1
）
　
拙
稿
「
和
化
漢
文
に
お
け
る
『
令
』
の
一
用
法
」
（
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
5
輯
　
昭
和
甲
5
）
、
同
「
『
吾
妻
鏡
』
に
お
け
る
助
動
詞
「
令
」
の

用
法
に
つ
い
て
」
（
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
1
2
輯
　
平
成
元
・
7
）

（
2
）
　
「
助
動
詞
シ
ム
の
特
殊
用
法
」
（
『
国
文
学
言
語
と
文
芸
』
5
巻
3
号
　
昭
和
3
8
・
3
）

（
3
）
　
マ
シ
マ
ス
は
極
め
て
稀
に
し
か
存
し
な
い
。

こ
　
チ
タ
フ
レ
パ
　
ケ
　
へ
ヰ
テ
マ
シ
マ
ス

○
須
輿
命
断
　
仏
迎
将
　
　
（
六
3
7
・
4
）

ま
た
、
次
の
よ
う
に
「
マ
ツ
ル
」
と
付
訓
す
る
例
も
あ
る
。

ノ

ノ

　

ル

ニ

エ

シ

ム

　

ヲ

　

　

　

シ

　

マ

ツ

ル

　

ヲ

○
光
所
＝
至
一
処
得
一
法
喜
一
稽
二
首
頂
礼
大
安
慰
一
（
五
5
5
・
7
）

し
か
し
、
右
と
同
じ
「
讃
阿
弥
陀
仏
偶
」
　
の
他
の
箇
所
で
は
、

○
釈
迦
仏
軋
タ
マ
フ
。
ト
‰
勲
革
敵
我
稽
乱
タ
テ
マ
ヅ
″
ト
（

五

5

6

・

8

）

の
よ
う
に
、
「
タ
テ
マ
ツ
ル
」
　
の
訓
も
あ
り
、

（
4
）
　
使
役
の
シ
ム
は
他
に
次
が
あ
る
。

「
慈
光
パ
ル
カ
ニ
カ
フ
ラ
可
刃
」
（
浄
望

「
十
方
ノ
有
縁
ニ
キ
カ
河
刃
ム
」
（
浄
竺

「
商
売
阿
弥
陀
仏
ト
ト
ナ
エ
シ
ム
」
　
（
浄
1
1
4
）

『
三
帖
和
讃
』
　
の
シ
ム
に
つ
い
て

前
者
の
よ
う
な
「
マ
ツ
ル
」
は
「
タ
テ
マ
ツ
ル
」
を
省
略
し
て
記
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

タ

ヰ

　

　

　

　

ー

「
本
願
弘
誓
二
帰
セ
シ
ム
ル
」
（
浄
仰
望

「
安
楽
世
界
ヲ
エ
ラ
バ
シ
ム
」
（
浄
8
7
）

タ

ヰ

　

　

　

　

ー

「
浄
土
二
帰
セ
シ
ム
ル
ナ
リ
」
（
浄
望

七
三



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

「
浬
欒
ノ
カ
ト
こ
ソ
イ
ラ
叫
刃
シ
」
（
高
空

「
カ
ナ
ラ
ス
滅
度
ニ
イ
タ
ラ
シ
ム
」
　
（
高
4
4
）

「
ス
ミ
ヤ
カ
ニ
ト
ク
サ
ト
ラ
シ
ム
」
　
（
高
3
8
）

「
発
起
や
河
刃
タ
マ
ヒ
ケ
リ
」
（
高
竺

「
浄
土
二
帰
入
セ
シ
メ
ケ
リ
」
　
（
正
2
8
）

ま
た
、
一
例
、
経
言
を
引
用
す
る
と
こ
ろ
に
読
み
添
え
の
シ
ム
　
（
使
役
）
　
が
あ
る
。

ワ

レ

モ

ト

　

シ

テ

テ

　

　

ノ

　

ヲ

イ

レ

リ

　

　

ニ

イ

マ

シ

テ

　

ニ

　

シ

テ

　

ノ

ヲ

　

セ

シ

ム

ル

ナ

リ

こ

○
（
経
言
）
我
本
困
地
以
二
念
仏
心
一
入
二
元
生
忍
】
今
於
二
此
界
一
族
二
念
仏
人
】
帰
　
　
於
二
浄
土
t
　
（
浄
1
3
3
）

な
お
、○

曹
婆
月
光
ネ
ム
コ
ロ
ニ
是
栴
陀
羅
ト
ハ
チ
叫
刃
テ
　
不
宜
住
此
ト
奏
シ
テ
ソ
　
闇
王
ノ
逆
心
イ
サ
メ
ケ
ル
（
浄
9
0
）

は
、
「
ハ
ヂ
シ
ム
」
一
語
の
動
詞
と
し
て
除
外
し
た
。

（
5
）
　
「
却
行
而
退
セ
シ
メ
ツ
、
」
は
、
「
却
行
而
退
ス
」
る
主
体
を
膏
婆
大
臣
と
し
て
「
曹
婆
大
臣
は
こ
と
強
く
諌
止
し
て
後
退
さ
れ
」
と
す
る
解
釈
（
『
月

本
古
典
大
系
　
親
鸞
集
　
日
蓮
集
』
　
（
名
畑
応
順
・
多
屋
頼
俊
校
注
）
）
も
見
ら
れ
る
が
、
「
膏
婆
大
臣
は
こ
と
に
強
く
阿
闇
世
を
諌
止
し
て
後
退

さ
せ
つ
つ
」
　
（
『
岩
波
文
庫
　
親
鸞
和
讃
集
』
　
（
名
畑
応
順
校
注
）
）
　
と
使
役
の
シ
ム
と
解
釈
す
る
こ
と
も
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

678

（9）

［
付
記
］

『
日
本
思
想
大
系
　
親
鸞
』
解
説
（
星
野
元
豊
「
『
教
行
信
証
』
　
の
思
想
と
内
容
」
）
参
照
。

例
9
は
松
尾
捨
次
郎
氏
『
国
語
法
論
致
』
　
で
も
シ
ム
が
単
独
で
尊
敬
を
表
す
も
の
と
し
て
挙
例
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

山
田
巌
氏
「
院
政
時
代
の
語
法
」
　
（
『
岐
阜
大
学
学
芸
部
研
究
紀
要
報
告
－
人
文
科
学
－
』
昭
和
2
9
）
、
小
林
芳
規
先
生
「
中
世
片
仮
名
文
の
国
語

史
的
研
究
」
　
（
『
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
』
特
紆
号
3
　
昭
和
4
5
・
3
）
。

注
（
1
）
拙
稿
に
お
い
て
「
他
動
詞
文
構
成
」
と
説
い
た
と
こ
ろ
を
「
使
役
性
強
調
表
現
」
と
改
め
て
い
る
。

本
稿
は
、
第
十
四
回
（
平
成
元
年
度
）
鎌
倉
時
代
語
研
究
集
会
で
の
口
頭
発
表
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。




